
 

  
    
 
   

 

 

 

初 心 と 有 終 

                                                    校 長  中 村 都 士 治 

時折の暖かな日差しに春の兆しを感じます。今年は、いつもの冬よりも長く厳しいように思え
たのは、天候のせいばかりではなかったからでしょうか。春一番の一吹きが今の様相を一変させ
てくれたらと、叶わぬ願いをもちたくなります。今は、春の明るさが増すにつれて、徐々にでも
状況が好転することを懇願するばかりです。 
３月を迎え、令和３年度の幕が間もなく閉じようとしています。この時季は、物事には、始め

があるとともに、必ず終わりがあることを実感します。 
一般的に「物事を始める時の新鮮な心構えや真剣な気持ちをもち続けなければならない」「物

事に慣れると慢心してしまいがちだが、最初のころの志を忘れてはならない」という意味に使わ
れている「初心忘るべからず」という言葉があります。これは、能楽者の世阿弥（ぜあみ）が書
いた「花鏡（かきょう）」の中の言葉で、「初心忘るべからず」の後には、「この句、三箇条の
口伝あり。是非の初心忘るべからず。時々の初心忘るべからず。老後の初心忘るべからず。」と
続きます。未熟な若い時に失敗や苦労した結果身に付けた芸を常に忘れないことが後々の成功の
糧になる。そして、年齢とともに最盛期を経て老年に至るまで、その時々に合った演じ方をする
ことが大切で、その演技をその場限りにせず、一つ一つの風体（芸風・演じ方）を全て身に付け
れば、年月を経て全てに味が出る。さらに、歳をとったから「もういい」ということはなく、初
めて遭遇し対応しなければならない試練があるということです。「初心忘るべからず」とは、失
敗した時の経験を無駄にせず、経験したことのない新しい事態に対して、自分の未熟さを受け入
れながら、挑戦していくという心構えです。その姿勢を忘れなければ、どんなに歳をとっても新
しい試練に向かっていくことができる。そのように失敗経験で得たものを身に付けなさいという
ことのようです。 
ある社会学者は「新しい習慣を身に付けられるかどうかは、最初は失敗してもかまわないと思

えるかどうかにかかっている」と述べています。新しい習慣を身に付けるのは簡単ではない。最
初から完璧にやろうとせず、小さな失敗を積極的に経験することで、失敗に慣れることが重要で
す。些細な失敗の経験を繰り返すことで、大きな落胆に対する免疫を高めることができると言っ
ています。 
物事の始めに関わる「初心忘るべからず」と逆に、終わりに関連する言葉に「有終の美」があ

ります。この言葉の由来は、中国最古の詩集「詩経（しきょう）」の中の「始め有らざるなし、
よく終わりあるはすくなし」という言葉と言われています。「物事には必ず始まりがあるが、終
わりを上手く迎えられることは少ない」「始めはやり遂げようと張り切っていても、実際に立派
にやり遂げることは難しい」という意味に使われます。「有終」は終わりがあることで、終わり
までまっとうすること、やり遂げることです。最後までやり遂げることが立派であるという意味
で「美」が組み合わされて生まれたそうです。さらに、「有終の美を飾る」は、最後までやり遂
げ素晴らしい成果を上げることで、最後となる時に素晴らしい成果を残すという意味合いが加わ
ります。先日、閉会しました北京冬季オリンピックで５種目の競技に出場し、最後のスピードス
ケート女子 1,000 メートルで優勝した高木美帆選手、大会最終日に敗れはしたものの見事に銀
メダルを獲得したカーリング女子のロコ・ソラーレなどは、有終の美を飾ったと言えるのではな
いでしょうか。 
「有終の美を飾る」と同じ意味に思われる「終わり良ければすべて良し」という諺があります。

しかし、この言葉には、結果さえ良ければ途中の過程は問題にしない。最も重要なのは過程では
なく結果であるという意味合いがあります。さらに言えば、その対象となる人物がもともと成果
を上げている人とは限りません。 
「初心忘るべからず」と「有終の美」、どちらも結果だけに目を向けた言葉ではありません。

始めから終わりに至る過程での困難さや失敗経験などに重きを置くとともに、それらを今後の糧
としています。それは、終わりであることが始まりに続き、始めは今まで終えてきたものの上に
始まっている連接したもののように思います。そして、この過程は気付かなければ川のように流
されていきます。ですから、始めと終わりを心がけ、これまでを振り返るとともに、次への見通
しを立てる節目を創ることが大切になると思います。 
今年度最後の一ヶ月となりました。この一年を振り返り、次年度への見通しを 
立てて参ります。今年度もご家庭・地域の皆様に多くのご支援を賜り、感謝い 
たします。今後とも皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

            ☆誠を尽くす子  ○学び合う子 ○やさしい子 ○元気な子 
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日 曜
校庭
開放 ３月の行事予定　等

1 火

2 水 水曜時程(５時間)

3 木

4 金

5 土

6 日

7 月
東小防災週間②始
委員会

8 火 クラブ

9 水 水曜時程(５時間)

10 木

11 金
６年生を送る会
東小防災週間②終

12 土
土曜授業（公開予定）
保護者会

13 日 〇

14 月

15 火

16 水 水曜時程(５時間)

17 木

18 金

19 土

20 日 〇

21 月 〇 春分の日

22 火

水曜時程
卒業式予行
１～４年生：１４：００頃下校
５・６年生：１５：１５頃下校

23 水

特別時程(5時間/１４：００頃下校)
大掃除
給食終

24 木

修了式
全学年４時間授業
給食なし

25 金 卒業式

26 土 春季休業日始

27 日 〇

28 月

29 火

30 水

31 木

5 月
春季休業日終
入学式前日準備(新６年)

6 水
始業式・着任式
入学式

7 木 ４時間授業（給食なし）

8 金
４時間授業（給食なし）
定期健康診断始予定

令和４年度　４ 月

・当初の予定から変更しているものがあります。

ご確認ください。

・急な予定の変更は配信メールにてお知らせいた

します。

１１日（月）より給食が

始まります。

「生活指導部より」生活指導主任 中里 奈穂 
【生活目標】一年間のまとめをしよう 

 

 いよいよ令和３年度最後の１か月となりま

した。今年度の学習のまとめをする大切な一か

月となります。また１学年進級する上で、生活

の仕方や心構えを見直す期間にもなります。自

分の得意なことを伸ばし、苦手なことの改善に

努力する気持ちを強くもち、４月に備えてほし

いと思います。 

６年生 日光へ  ６年担任 宇田川 牧子 

６年生は２月１７日、１８日と１泊２日で
日光での宿泊学習を実施しました。今回の６
年生のスローガンは、「６年間の学習を生か
し、自然や歴史に触れ、理解を深めよう」「６
年間で培った集団生活のスキルを存分に生か
し、生活をしよう」でした。 
事前に、日光の自然や歴史などについて調

べ、現地で見たり触れたりしながら学習を深
めました。冬の日光は、東京と比べて寒く、し
かし、だからこそ見られる素敵な景色が６年
生を待っていました。凍った滝や、湯の湖、雪
をかぶった男体山が見られるのはこの季節だ
からこそでした。東京では、なかなかできない
雪遊びもできて楽しそうな子供たちの姿が見
られました。 
 

「教える」と「育む」 

５年担任 中島 正皓 

 先日、４月に撮った集合写真を見返してい

ると、その表情の幼さに、ついニヤリとして

しまいました。その感覚のまま、教室の子供

たちを眺めてみると、その成長の大きさを改

めて感じさせられました。 

今年度は、岩井自然体験教室に運動会、音

楽会と大きな行事をこなしてきました。これ

らの行事は、子供たちの心や考えを非常に高

めてくれました。また、３月には、６年生を

送る会を予定しております。 

子供たちは、周囲のさまざまことに影響を

受けます。世の中の情報であったり、友達関

係であったり、理想と現実のギャップへの葛

藤であったり。その影響多大な環境の中で、

我々大人ができることは、手を取り「教え」

導くことももちろんなのですが、時には、考

えや行動を、時間をかけて子供たち自身にふ

り返らせ、乗り越えずとも進んでいける力を

子供達自身の中に「育んで」いくことなのか

も知れません。６年生は決してゴールではあ

りません。すぐ先には社会というより大きく

複雑な環境が待ち構えています。我々大人だ

からこそ伝えられることは何なのだろうと考

えるこの頃です。 

 

 
 


